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佐倉市教育委員会

教育長　髙　宮　良　一

　
ご承知のように、佐倉市教育委員会ではこれまで「佐倉教育ビジョン」に基

づいて、施策の実現に努めてまいりました。現在、国では教育基本法の改正を

踏まえて、教育関連法の改正を行ない、教育振興基本計画の策定や学習指導要

領改訂の事務を進めております。佐倉市におきましても教育施策の検証を進め

教育ビジョンの見直しを図ってまいりたいと考えております。  
 平成１９年度の「佐倉の教育」は、昨年度の施策の成果等を踏まえて、佐倉

市の子ども達を健やかに育むために、学校教育の一層の充実を図るとともに、

家庭や地域の教育力を高め・向上させることを大きな柱といたしております。

 まず、子ども達一人ひとりの能力や個性に応じて、基礎的・基本的な内容を

確実に身につけさせ、自ら課題を解決していくことができる力を身につけさせ

るとともに、自らの生命を大切にし、人の心の痛みを感じ取ることのできる優

しい心や、善悪を判断し、行動できる実践力を学校教育全体をとおして育てて

まいります。  
 このねらいを達成するには、あらゆる活動の基礎になる「国語力」を育てる

ことが重要であり、そのための取組みとして、現在、各学校で行われている「朝

の１０分間読書」をさらに奨励するとともに、小中学校の学校図書館の図書充

足率を３年間で８５％以上にする事業を継続してまいります。また、郷土に親

しみを持ち、生涯に渡って学ぶ態度を育てるため、郷土佐倉で大きな望みを抱

きながら勉学に励んだ先覚者たちの「好学進取」の心に学ぶ「佐倉学」を進め

てまいります。  
 このような施策の実現のために、教育委員会では、第二次「学校教育改善プ

ラン」や「教職員研修体系」を策定し、学校教育の目指すべき具体的な方針を

定めるとともに、教職員の資質向上に努めてまいります。  
 また、子ども達の健全な育ちを促すためには、学校のみならず、家庭や地域

の教育力の向上が不可欠です。公民館での子育てに係る講座や小中学校におけ

る家庭教育学級の充実を図り、市民や保護者へのはたらきかけに努めてまいり

ます。  
 さらに、現在、地域のお力添えをいただいて活動しているアイアイプロジェ

クト事業などのボランティア活動が大きな成果をあげておりますが、大人が真

摯に取り組む姿は子ども達の心を動かします。学校教育へ地域の人々の係わり

を促すとともに、各公民館における成人教育の拡充を図っていきたいと考えて

おります。  
 おわりに、この「佐倉の教育」が各教育機関における指針となり、佐倉市の

特色ある教育がさらに進展することを期待しております。  
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市役所の位置

　東経　１４０°１３’３８”

　北緯　　３５°４３’１３”

１１－１　位置及び地形
（１）位置
本市は千葉県北部の中央に位置し、都心から東へ

40ｋｍ、県都千葉市から北東へ20ｋｍ、成田国際空

港から西へ15ｋｍの所にある。

東西・南北は各15.9ｋｍで、東部は酒々井町、東

南部は八街市に接し、南西部は千葉市、四街道市、

西部は八千代市と界し、北部は印旛沼を隔てて印旛

村に相対している。

平成18年3月末現在の行政面積は103.59ｋ㎡であ

る。

（２）地形
当市域は印旛沼の南方に展開する低地と台地であ

るが、これを区分すると、沼沿い並びにこの沼に注

ぐ小河川沿いの谷津を併せての低湿地と洪積層の台

地、それと両者の間の傾斜地の三部に区分すること

ができる。

１．佐倉市の概要

方　　位 東　　経 北　　緯

極　　東 １４０゜１８’ ３５゜４２’

極　　西 １４０゜０７’ ３５゜４４’

極　　南 １４０゜１５’ ３５゜３８’

極　　北 １４０゜１３’ ３５゜４６’

173,548

175,118

175,126

120,459

58,914

162,604

99,616

40,528

37,705

35,597

143,070

80,972
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人　口（人）

１－２　人口の推移 各年３月末現在
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古　代
印旛沼と沼に注ぐ河川がもたらす水利のよさや比

較的温暖な気候に恵まれた佐倉市には、原始・古代

の遺跡が多く分布しています。その内容を見ると、

古くは先土器時代や縄文時代の文化を認めることが

できます。

先土器時代の生活は、星谷津遺跡、太田・大篠塚

遺跡等の調査結果にかいま見ることができます。続

く縄文時代になると遺跡数は次第に増加していきま

す。上座貝塚、間野台貝塚からは海水産の貝が出土

し、縄文時代の初め頃には当地域にも海が存在して

いたことが明らかになっています。また、吉見台遺

跡や井戸作遺跡からは縄文時代後期に比較的大規模

な集落が存在していたことが明らかになっているほ

か、井野長割遺跡からは全国的にも数の少ない縄文

時代の人々の精神生活を示すと考えられる特殊遺構

が発見されています。弥生時代の遺跡としては江原

台遺跡や大崎台遺跡が著名ですが、この当時、印旛

沼を中心とする地域色の濃い文化が成立していたこ

とがうかがわれます。

古墳時代になると次第に地方色は薄れ、全国的に

画一化した生活様式が多く見られるようになります｡

古墳時代から中世まで営まれた高岡遺跡群では、中

央権力の影響が次第に地方にまで及ぶようすがうか

がわれます。

　　

中　世
平安時代末まで今の佐倉市域には、印東荘、白井

荘、臼井荘といった荘園があり、上総介一族が勢力

を持っていました。鎌倉幕府成立以降は、下総の守

護となった千葉氏の一族がこの地方に進出し、戦国

時代には本佐倉城（佐倉市・酒々井町）と呼ばれる

大きな城を築き、下総国支配の拠点としました。

天文年間（１５３２～１５５４）には、千葉氏一

族の鹿島幹胤が現在の佐倉城址公園の地に築城を始

めましたが、天正１８年（１５９０）小田原北条氏

の滅亡とともに千葉氏も滅亡しました。

近　世
慶長１５年（１６１０）に土井利勝が佐倉に封ぜ

られると、戦国時代後期に千葉氏が築いた鹿島城の

跡に、新たに佐倉城を築きました。以後、佐倉は江

戸を守る重要な地となり、代々幕府の老中に任ぜら

れるような譜代大名が治めるようになりました。

佐倉は、成田街道の要衝でもあったため、宿場町

である臼井とともに江戸への物資の輸送や、成田山

参詣の人々の往来でにぎわいました。

歴代佐倉藩主で最も長期にわたったのは堀田氏

で､その期間は寛永１９年（１６４２）～万治３年

（１６６０）と延享３年（１７４６）～明治２年

（１８６９）の版籍奉還まで続きました。幕末期の

藩主堀田正睦は、早くから蘭学と英学に注目し、医

学や兵学の研究も盛んでした。この正睦は、幕閣に

あって日米修好通商条約の締結にも深く関与した人

物です。

近　代・現　代
明治維新後、廃藩置県で佐倉藩は佐倉県となり、

後に印旛県に吸収されました。明治６年６月１５日

に印旛県と木更津県が統合され千葉県が誕生し、佐

倉に郡役所が開設されるなど、この地方の政治の中

心となります。また佐倉城跡に歩兵連隊が置かれ、

第二次世界大戦終結まで連隊の町でしたが、戦後の

復興期をむかえた昭和２９年３月３１日、佐倉町、

臼井町、志津村、根郷村、弥富村、和田村の六町村

が合併し、佐倉市が誕生しました。その後、旭村、

四街道町の一部をそれぞれ編入し、現在に至ってい

ます。

昭和４０年代以後の工業団地や住宅団地の造成に

より人口も急増し、昭和５５年４月には県内で１２

番目の人口１０万の市となりました。その後も着実

に増加し、現在は人口１７万人を超えております。

また、豊かな自然環境や、武家屋敷、旧堀田邸な

ど遺跡史跡に富んだ歴史の町佐倉には、明治百年記

念事業の一つとして国立歴史民俗博物館が昭和５８

年に開館しました。

昭和６２年に「佐倉日蘭協会」が設立され、国際

化の進展の中で、市民による草の根的な国際交流も

盛んに行われ、また平成７年には「佐倉市平和行政

の基本に関する条例」を県内で初めて制定し、恒久

平和に向けた様々な事業を展開しています。

佐倉市は、歴史と伝統を継承し、将来都市像であ

る「歴史 自然 文化のまち」を実現するため、薫り

高い文化の創造と快適なまちを目指して、まちづく

りに取り組んでおります。

１１－３　沿　革
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２２．佐倉市教育委員会教育委員
（平成１９年５月１日現在）

役 職 名 氏　　名 任          期 就任日

委 員 長 木 村　正 久
 平成17年10月 6日～平成21年10月 5日
（委員長としては

　 平成18年10月 2日～平成19年10月 1日）

平成13年10月 6日

委　員　長

職務代理者
関 山  邦 宏

 平成18年10月 2日～平成22年10月 1日
（委員長職務代理者としては

　 平成18年10月 2日～平成19年10月 1日）

平成 5年 6月 8日

委　　員 齋 藤　惠 子  平成16年 4月 1日～平成20年 3月31日 平成16年 4月 1日

委　　員 饗 庭　紀 子  平成16年12月25日～平成20年12月24日 平成16年12月25日

教 育 長 髙 宮　良 一  平成16年10月 2日～平成20年10月 1日 平成12年 4月 1日

饗庭 紀子

（委　員 ）

髙宮 良一

（教育長 ）

齋藤 惠子

（委　員 ）

関山 邦宏

（委員長職務代理者 ）

木村 正久

（委員長 ）


